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「※ 1 その他」42 件の内訳
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「※ 2 その他」17 件の内訳

相談から誕生した取り組み相談から誕生した取り組み

相 談 事 例 ４
（70 歳代の母と 40 歳代娘の２人世帯）

母親と同居する娘さんは、数年

前に職場の人間関係から体調を

くずして退職。

その後少しずつ外出が減り、自

宅で過ごす時間が長くなってき

ました。

母親はこの状態に不安を募らせ

ていましたが、誰にも相談でき

ずに孤立していました。

また、このような環境で、家庭

内の雰囲気もピリピリしたもの

になっていました。
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母親からの相談を受けた市社協では、その

ときに開催を予定していた「ひきこもり家

族学習会・交流会」をご案内しました。

この会に参加されたことがきっかけで、母

親の気持ちは変わり、家庭内の雰囲気も和

やかなものとなりました。

# 	 # 	 
 } # ð $  # Þ $ �
# 	 # 	 # 	 
 ä $ � � � � Ž # í $ +
# 	 # 	 # 	 $ � 
 Ý $ * � ý # Ü # þ

# 	 # 	 # 	 # 	 
 ä $ + # ÿ # Ü # ÷ $ � $ �
# 	 # 	 # 	 � ¦ # ø # é # ð $ � $ � # ã # û

# 	 # 	 # ÷ $ � # 
 � î # ä # ñ # û $ � � $
# 	 # 	 # ç $ � $ " $ � # ï # ÷ # �
# 	 # 	 � y # í $ + $ � � š 
 j # ñ $ # # ë $ �
# 	 # 	 # ÿ � µ 
 [ $ � � ¼ $ * 
 | # ã # õ
# 	 # 	 # 	 # Þ $ � # ñ $ # $ � # ÿ $ � $ � # ç # 

# 	 # 	 # 	 $ � # ò $ � � � � Ë � � # ä � ]
# 	 # 	 # 	 # 	 � 2 $ � $ � $ # # ë $ � $ * � ª
# 	 # 	 # 	 # 	 # 	 $ � $ � # ï # ÷ # �

# â � 0 # í $ + $ �
� ¬ � � # ä
� ó # à # ÷ # �

福祉まるごと相談　どんな事業？
福祉まるごと相談を入口に

支援機関がまるごとつながり

世帯全体をまるごと支援

相談の内容や相談される人の立場を

限定しない相談窓口です。
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今までの相談件数は？
（令和 3 年度～令和７年度）

どんな相談内容？
（令和７年度 ※一つの相談事で複数の内容あり）

誰からの相談？
（令和７年度）

新規相談の受付件数

継続相談の対応件数

令和
3 年度

令和
4 年度

令和
5 年度

令和
6 年度

令和
7 年度

135 件 171 件 169 件 125 件 140 件

949 件

1322 件

1890 件

2252 件

1541 件
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お話を伺い、病気、育児、家計、生活のこ

とを一つひとつ整理し、今後について一緒

に考え、母親には病院の受診をすすめると

ともに、子どもは発達相談窓口を紹介しま

した。
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子どもに「発達」の心配があり、

自身はストレスで「うつ気味」

の、途方に暮れた母親から相談

がありました。がありました。
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相 談 事 例 １
（30 歳代の母と未就園児の母子世帯）

よくある相談事例

どこに相談して良いか悩んでいる人

いろいろな問題をかかえている人

訪問相談のイメージ

相 談 事 例 ２
（80 歳代の父と 50 歳代息子の２人世帯）

介護相談で高齢者宅を訪問した

地域包括支援センターから、同

居をしている悩みを抱えた息子

さんについての相談がありまし

た。

�����ˆ��
c

�¾�à
™��
�ž�b�o�§�s�°

#	#	#	#	�V#å�0$�
# 	� d � – # ÿ � ‡ � ¸ $ *
$�$�#þ#ã$! "|"z 
Ù$�
$�$##é$$$�
{#Ü#þ#Ü
$�#Ü#� #ë$$#ã$!$�#Þ
#	#	#	#	#ï#÷$!#�

�����ˆ���ÿ

息子さんの了解のもと地域包括支援セン

ターと一緒に訪問し、お話を伺い、息子さ

んの状況と希望にあった相談窓口や活動場

所を案内しました。
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「コレカラ」で社会参加を支援「コレカラ」で社会参加を支援
社会に出る一歩をサポート社会に出る一歩をサポート

これから何か始めたいけどどうすればいいかわからない、働きたいけど人と

関わることに不安がある等の想いを抱えている方を応援する活動です。
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✓社会に出る練習をしたい人

✓人と交流をしたい人

✓どうしたらいいか悩んでいる人

※利用には相談支援機関との相談・調整が必要です。

※相談先がわからない人は、市社協・福祉まるごと相談の

　窓口（☎ 35-4020）にご連絡ください。
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作業やレクリエーションを通して、社会との

つながりを感じる機会を提供する「コレカラ」

は社会参加に向けた第一ステップです。

毎月第２・４水曜日に開催しています。

食料品仕分け

広報紙仕分け

調理体験

　　 　  

　　 「コレカラ」の活動見学

       目標を立てて「コレカラ」の活動に参加

　　 一定期間後にふりかえり、次のステップを検討
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相 談 事 例 ３
（両親と 30 歳代息子の３人世帯）
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相談支援機関と息子さんとの話し合いを経

て、本人の希望もあって市社協事業の「コ

レカラ」に参加しました。

この事業を通して息子さんの外出のきっか

けや地域とのつながりづくりを進めたとこ

ろ、今では施設でボランティア活動もされ

るようになりました。
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どこにも行かずに、自宅で過ご

すことが続いていた息子さんの

母親が相談支援機関に相談をし

ました。

それを受けた相談支援機関で

は、徐々に息子さんとも話がで

きるような関係になりました。
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ひきこもり家族学習会・交流会ひきこもり家族学習会・交流会
誰もが安心して生きていくために誰もが安心して生きていくために

ひきこもっている人を抱えた家族が社会から孤立することなく、家族自身も

元気になることで、ご本人の自律につなげられるような会をめざしています。

また、誰もが安心して生きていくためにはどうしたらいいのか、学習会や交

流会を通じて考えるきっかけをつくります。
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家族の思いの
共有と
心の回復

おいしいコーヒー
でホっと一息
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アロマで
リラックスした
時間を

	c�ê���Ó���2 ✓ひきこもり状態の人がいる家族
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ありがとうございました　　　　　　

　　　　　　　　　　　

お名前（敬称略） 金　　額

磯崎　曻 52,415 円
さがみ信用金庫 77,081 円
匿　名（７件） 25,931 円

合　　　　　　計 155,427 円

お名前（敬称略） 品　　物

稲毛朋信 バラ
高橋千代子 タオル、石けん、文房具
阿久津友美 布団、毛布、枕
市川雅子 タオル
宗久寺 食料品
報徳食品支援センター 食料品
鈴木智惠子 介護用品
村山武己 車イス
瀬戸香子 介護用品
斉田和浩 食料品、マスク、タオル
下中地区小竹板呂住民 衣類
新玉地区社会福祉協議会 タオル
高橋則宏 シルバーカー
岡本とみ子 オムツ、衣類
匿　名（４件） 衣類、タオル、紙パッド等

お名前（敬称略） 金　　額

匿　名（３件） 3,000 円
合　　　　　　計 3,000 円

お名前（敬称略） 金　　額

神奈川県自転車商協同組合小田原支部 12,400 円
有限会社小田原ドライビングスクール 104,650 円
株式会社西湘機材 21,300 円
有限会社スドウ工営 44,400 円
匿　名（２件） 11,000 円

合　　　　　　計 193,750 円

各種寄付金品については、寄付者のご意向に沿い、目的にあった活用をさせて

　いただいています。

ホームページは 小田原市社協 で 　　令和８年９月１日　第１５０号

福 ち ゃ ん の い い ね！知っておくと

市社協からのご案内市社協からのご案内

（令和 8 年 5 月 1 日～ 7 月 13 日）　　　　　※問い合わせ　☎35-4000
ボ
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ィ
ア
セ
ン
タ
ー
寄
付
金

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
寄
付
品　

市民福祉

基金　
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基
金

受付時間は

8:30 ～

17:00 です。

（土・日・祝日以外）

今年は市社協法人設立 50 周年です

当社HPは
コチラ▶
当社HPは
コチラ▶

〒250-0875 神奈川県小田原市南鴨宮1-11-13 FAX.0465(49)6923
神奈川県知事免許(5)第24070号　 

迅速対応 秘密厳守

いたします
!！

※査定結果によっては買取不可の場合もございます。

TEL.046549-6922(代)

買取買買取不動産
小田原市外

も対応可能！

マンション
戸建･土地

小田原市社会福祉協議会　TEL ＆ FAX
○法人全体
　TEL 35-4000    FAX 35-6902

各福祉ボランティアの基本的な知識や技術について学ぶ講座です。

【費用】　②はテキスト代として 1500 円、他は無料

【会場】　おだわら総合医療福祉会館

【申込】 ９月１日から　☎ (35)4000 で受付・先着順

福祉ボランティアスクール福祉ボランティアスクール

講座名 日　時 対象・定員 講師

①
手話入門講座

10 月 13 日～ 11 月 17 日
各火曜日

　10:00 ～ 12:00

手話初心者の方
10 名

手話サークル
たんぽぽ

②
録音ボランティア
養成基礎講座

10 月 27 日～ 12 月 8 日
各火曜日

　13:30 ～ 15:30

おおむね65歳までの
ボランティアに関心
のある方・20名

小田原録音奉仕会

③
傾聴ボランティア

養成講座

10 月 1 日～ 11 月 5 日
各木曜日

13:30 ～ 15:30

ボランティア活動に
関心のある方・20 名

傾聴ボランティア
「ミミの会」

④
精 神 保 健 福 祉
ボランティア講座

10 月 30 日～ 11 月 27 日
各金曜日

　13:30 ～ 15:30

ボランティア活動に
関心のある方・10 名

曽我病院相談員
他

法⼈設⽴50周年記念講演会社協キャラクター夢・咲き福ちゃん

これまでの歩みを振り返り、これからの地域福祉のあり方をこれまでの歩みを振り返り、これからの地域福祉のあり方をこれまでの歩みを振り返り、これからの地域福祉のあり方を

皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。

「人とのつながり」や「安心できる地域」が、「人とのつながり」や「安心できる地域」が、「人とのつながり」や「安心できる地域」が、「人とのつながり」や「安心できる地域」が、「人とのつながり」や「安心できる地域」が、「人とのつながり」や「安心できる地域」が、「人とのつながり」や「安心できる地域」が、「人とのつながり」や「安心できる地域」が、「人とのつながり」や「安心できる地域」が、

私たちの心や脳にどのような力を与えるのか私たちの心や脳にどのような力を与えるのか私たちの心や脳にどのような力を与えるのか私たちの心や脳にどのような力を与えるのか私たちの心や脳にどのような力を与えるのか私たちの心や脳にどのような力を与えるのか私たちの心や脳にどのような力を与えるのか私たちの心や脳にどのような力を与えるのか私たちの心や脳にどのような力を与えるのか

脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを

ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。

これまでの歩みを振り返り、これからの地域福祉のあり方を

皆さまとともに考え、共有する機会にしたいと考えています。

「人とのつながり」や「安心できる地域」が、

私たちの心や脳にどのような力を与えるのか

脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを

ともに描いていきましょう。

⽇ 時

会 場

対 象

参加費

令和 年 ⽉ ⽇（⽇）8 12 20
午後2時00分 開演（午後1時30分 開場予定）

⼩⽥原三の丸ホール⼤ホール
（⼩⽥原市本町1-7-50）
興味のある⽅ならどなたでも参加できます（市内外問わず）

（準備の都合上、事前申し込みをお願いしております）

講演テーマ

「脳科学から考える

　　　　　地域のつながり」

主催
お問い合わせ つながりで⽀え合うまちづくりをめざして

つなぐ50年、
ひらく未来

お申し込み⽅法

申込受付開始：令和8年10⽉1⽇(⽊)から

地域で⽀え合うやさしい未来を︑

脳科学とともに考えます︒

脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを脳科学の視点から学び、これからの福祉のかたちを

ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。ともに描いていきましょう。

脳科学者・神経学者・⽣物学者
⽑内 拡 先⽣
（もうない ひろむ）

お茶の⽔⼥⼦⼤学ヒューマンライフサイエンス研究所 助教
神経⽣理学・⽣物物理学を専⾨とする脳科学者。脳の発達や学習、記憶の仕組みを研究するかたわら、脳科学の知⾒を教育や福祉、地域づくりに⽣かすことを⽬指して活動している。第37回講談社科学出版賞受賞。著書に『脳を司る「脳」』『「頭がいい」とはどういうことか』『⼼は存在しない』『脳と免疫の謎』など。テレビやラジオ、著書などを通じて、脳科学の魅⼒を広く発信している。

講 師

FAXでの申し込み裏⾯の「参加申込書」に必要事項をご記⼊のうえ、FAXにてお申込みいただけます。

社会福祉法⼈⼩⽥原市社会福祉協議会

社会福祉法⼈⼩⽥原市社会福祉協議会
社会福祉法⼈ ⼩⽥原市社会福祉協議会

〒250-0055 ⼩⽥原市久野115-2 おだわら総合医療福祉会館内TEL：0465-35-4000 FAX：0465-35-6902

下記のいずれかの⽅法でお申し込みください。
申込フォームでの申し込み右記の⼆次元コードからお申し込みいただけます。

プロフィール

無料

小田原市社会福祉協議会は今年

法人設立から 50 年という大き

な節目を迎えました。

半世紀にわたり、地域の皆さん

とともに、誰もが安心して暮ら

せるまちづくりをめざして歩ん

できた歴史を振り返るとともに、

これからの地域福祉活動につい

て、皆さんとともに考える機会

として、いくつかの記念事業を

計画しています。

右のチラシも、その一つとして

開催する記念講演会です。

10 月 1 日から受付を開始しま

すので、この

二次元コード

からお申し込

みください。

次号の社協おだわらは
50 周年記念特集号

８ページ仕立て
令和９年 1 月 1 日発行

「社協おだわら」も 50 歳「社協おだわら」も 50 歳

○福祉まるごと相談
　TEL 35-4020　FAX 35-6902 

○成年後見支援センターTOMONI(ともに)
　TEL 35-7770    FAX 35-7771

○ホームヘルパー派遣
　TEL 35-8143　FAX 32-4139 


